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「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」
と
は
？

　

比
婆
山
伝
説
ガ
イ
ド
「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」

は
、
平
成
25
年
に
西
城
町
で
結
成
さ
れ
、

熊
野
神
社
か
ら
御
陵
（
１
２
６
４
メ
ー
ト

ル
）
ま
で
の
ガ
イ
ド
や
手
作
り
の
紙
芝
居

「
比
婆
山
物
語
」
の
上
演
会
を
行
い
、
比

婆
山
周
辺
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
「
ツ
イ
ハ
ラ
」
と

は
“
露
払
い
”
の

意
味
で
、
西
城
町

の
一
部
地
域
で
は
、

祭
礼
で
一
番
先
を

歩
く
天
狗
（
案

内
役
）
を
こ
の
よ

う
に
呼
ん
だ
そ
う
で
す
。
ガ
イ
ド
と
し
て
、

比
婆
山
や
熊
野
神
社
を
訪
れ
る
人
々
を

大
切
に
案
内
す
る
と
い
う
想
い
を
込
め
、

「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」
会
員
は
ガ
イ
ド
の
ほ

か
に
、
登
山
道
の
調
査
や
天
然
記
念
物
の

学
術
調
査
、
紙
芝
居
の
上
演
、
ま
た
書
籍

『
日
本
誕
生
の
女
神
』
の
執
筆
や
編
集
な

ど
、「
比
婆
山
学
」
の
担
い
手
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

街
道
沿
線
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」。

　

今
回
は
、
比
婆
山
伝
説
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
を
し
て
い
る
「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」

と
比
婆
山
周
辺
の
見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
！

物語 第10話

比
婆
山
周
辺
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

　

比
婆
山
周
辺
に
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
眠
る

と
さ
れ
る
「
御
陵
石
」
が
鎮
座
す
る
御

陵
や
、
御
陵
の
南
正
面
の
遥
拝
所
と
し

て
信
仰
を
集
め
る
「
熊
野
神
社
」、
イ
ザ

ナ
キ
が
亡
き
妻
イ
ザ

ナ
ミ
を
追
慕
し
た
と

さ
れ
る
吾
妻
山
、
ま

た
好
天
時
に
は
遠
く

大
山
も
眺
望
で
き
る

竜
王
山
・
池
ノ
段
、

神
格
化
し
た
巨
岩

「
神こ

う
ご
い
し

籠
石
」
が
鎮
座
す
る
井
西
山
・
道
後

山
な
ど
比
婆
山
伝
説
に
ま
つ
わ
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」
は
、こ
れ
ら
の
ス
ポ
ッ

ト
の
道
案
内
と
比
婆
山
信
仰
に
ま
つ
わ
る

伝
説
、
ま
た
周
辺
に
咲
く
草
花
や
豊
か
な

自
然
に
関
す
る
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
く
れ

る
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

伝
説
地
を
巡
ろ
う
！

　

登
山
に
不
慣
れ
な
方
は
山
中
に
あ
る
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
に
不
安
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ガ
イ
ド
付
き
の
ツ
ア
ー
に
参
加

す
れ
ば
安
心
で
す
！　

知
ら
れ
ざ
る
神
話

や
伝
説
地
を
巡
る
山
旅
を
満
喫
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
冬
期
の
登
山
に

つ
い
て
は
会
へ
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。
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経
営
上
の
特
性

　

切
り
花
の
中
で
、
最
も
取
り
扱
わ
れ

る
量
が
多
い
の
が
小
ギ
ク
で
す
。

　

特
に
お
盆
や
お
彼
岸
な
ど
の
仏
花
と

し
て
の
小
ギ
ク
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

花
き
で
す
。そ
れ
だ
け
に
こ
の
時
期
に
は
、

直
売
所
で
売
り
切
れ
続
出
と
い
う
、
生

産
者
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
話
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。

　

大
輪
の
キ
ク
（
輪
ギ
ク
）
に
比
べ
る

と
比
較
的
栽
培
が
容
易
な
種
類
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
各
地
で
栽
培
が
盛
ん
な

種
類
の
花
き
で
す
。
庄
原
地
域
で
は
、

気
候
的
に
、

栽
培
し
や

す
い
秋
の

お
彼
岸
向

け
が
適
し

て
い
る
と

思
わ
れ
ま

す
。作

型
挿
し
芽
…
４
月
中
旬
～
下
旬

定
植
…
５
月
中
旬
～
下
旬

開
花
…
９
月
中
旬
～

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員
　
永な
が
お
く奥

　
　
啓
は
じ
め

挿
し
芽

　

９
月
の
お
彼
岸
出
荷
の
作
型
で
は
、
４

月
中
旬
～
下
旬
に
挿
し
芽
を
行
い
ま
す
。

定
植
と
管
理

　

５
月
中
～
下
旬
に
定
植
し
ま
す
が
、
１

カ
月
前
に
は
堆
肥
や
肥
料
な
ど
を
施
用
し
、

土
に
す
き
込
ん
で
お
き
ま
す
。
畝
は
、
梅

雨
時
の
雨
対
策
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
高

く
作
り
ま
す
。

　

植
え
付
け
本
数
は
１
ア
ー
ル
当
た
り

１
５
０
０
～
１
８
０
０
本
で
す
。

　

な
お
、
倒
伏
防
止
の
た
め
に
フ
ラ
ワ
ー

ネ
ッ
ト
を
張
り
、
生
育
に
合
わ
せ
て
引
き

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

定
植
後
２
週
間
く
ら
い
で
、
摘
芯
（
ピ

ン
チ
）
を
行
い
、
摘
芯
し
た
日
の
20
～
30

日
後
に
４
本
程
度
に
枝
の
整
理
を
し
ま
す
。

肥
料

　

肥
料
は
１
ア
ー
ル
当
た
り
成
分
量
で
チ
ッ

ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
と
も
に
約
２
キ
ロ
程
度

を
施
用
し
ま
す
。
基
本
的
に
、
マ
ル
チ
栽

培
と
し
ま
す
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
効
く
種

類
の
肥
料
を
施
用
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

病
害
虫

　

病
気
で
は
白
さ
び
病
や
褐
斑
病
に
注
意

が
必
要
で
、
定
期
的
に
予
防
的
防
除
を
行

い
ま
す
。

　

害
虫
で
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ダ
ニ
、
ス
リ
ッ

プ
ス
、
ヨ
ト
ウ
ガ
な
ど
、
発
生
を
見
た
ら
早

め
に
防
除
し
ま
す
。

販
売
し
や
す
い
小
ギ
ク
の
栽
培
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